
クラス1レーザ製品
警告！
取り付け時にクラス2の
レーザが放射されます

人が死亡または重傷を負うおそれがある内容を示しています。

けがをしたり財産に損害を受けるおそれがある内容を示しています。注意

警告

〈その他の表示〉 工場出荷値

・

・
・
・

LASER SCANNER JはTOF（Time of Flight）方式を採用しているセンサーです。
TOFとはレーザ光を放射し、物体から反射して返ってくる時間を距離に算出します。
レーザ光の放射角は96°です。
レーザ光を連続して放射し、照射範囲の物体から反射して戻る光の連続性や光量で検知判定をします。
対象物の色により反射率は異なります。

本製品は赤外線レーザダイオードと赤色可視レーザダイオードを内蔵しています。

赤外線レーザ
波長
最大出力電力

クラス１
905nm
0.10mW

赤色可視レーザ
波長
最大出力電力

クラス2
635nm
1mW

赤外線レーザクラス1
赤色可視レーザクラス2
レーザ放射
目への直接被曝を避けること。
直視しないで下さい。

レーザ製品のお取り扱いについて

レーザスキャナーセンサーの検知原理

はじめにお読み下さい

警告

（例）

LASER SCANNER J
レーザスキャナージェイ取扱説明書

この取扱説明書には、本製品を安全にお使いいただくためにいくつかの表示をしています。その表示を無視して誤った取
り扱いをすることによって生じる内容を、次のように区分しています。内容をよく理解してから本文をお読みになり、記
載事項をお守り下さい。

フロントスクリーンを
直視しないで下さい。

赤色可視レーザ放射
部を直視しないで下
さい。

センサーを分解しな
いで下さい。また、
分解をしますと保証
期間中でも保証対象
外となります。

十分な知識を持った
作業者のみ取り扱い
が可能です。それ以
外の方は触らないよ
うにして下さい。

全ての調整終了後、暗
証番号の設定をする
ことをお勧めします。

クラス1レーザ製品
警告！
取り付け時にクラス2の
レーザが放射されます



各部の名称

LEDの表示

取り付け時の注意点

レーザ発光部

レーザ受光部

LED表示

角度固定用ネジ

メインコネクタ

フロントスクリーン

赤色可視レーザ放射口

角度調整ネジ

取り付けブラケット*調整に必要なリモコンは他製品と共有のため
 同梱されていません。別途ご用意下さい。

1. リレー1 - Xエリア状態表示
2. リレー2 - Yエリア状態表示
3. 注意表示
4. 電源表示

電源を入れた時のLED表示について

※設置場所によって最後の点灯は異なる事があります。

注意 ： 次の注意事項を守って正しく設置、使用して下さい。

振動が激しい場所
への設置は避けて
下さい。

フロントスクリーン
の前を遮るものの設
置は避けて下さい。

光源や動体物が検
知エリア内に入る
場所への設置は避
けて下さい。

煙や霧が検知エリ
ア内に侵入する場
所への設置は避け
て下さい。

結露が発生する場
所への設置は避け
て下さい。

極端な温度変化が
発生する場所への設
置は避けて下さい。

圧力の掛かった水
によるクリーニング
は避けて下さい。

フロントスクリーン
を拭く時、キズをつ
けないように中性洗
剤などは使用しない
で下さい。

フロントスクリーン
を定期的（3ヶ月に1
回程度）に清潔な湿
らせた布で拭いて下
さい。

温度が0℃以下の
場所に設置する場
合は、常に電源を
ONにした状態でご
使用下さい。

非検知 検知 注意 電源ON 早い点滅 点滅 ゆっくり点滅 消灯
緑 赤 橙 青

電源
ON

全てのLEDをON/OFFする方法



取り付け手順

本体の取り付け位置を決めて下さい。

右側の場合 左側の場合

取り付けに伴う穴あけ、ビス止め作業で、感電する恐れがありますので他の機器への配線には十分に気をつけて下さい。
またコネクタ接続は電源を切った状態で行い、根本まで確実に差し込んで下さい。

警告 :

右側に取り
付ける場合

左側に取り
付ける場合

取り付け台紙を取り付け位置
に貼って下さい。灰色の部分は
レーザが放射する方向です。

取り付け台紙に従い3.5mmの
穴を4箇所あけて下さい。

上部の（←）の部分に配線用の
穴をあけて下さい。
（Φ約10mm）

ケーブルのコネクタ側を穴の裏
側から、80mm～100mm通
して下さい。

手順2であけたビス穴に合わせ
ビスを止め、ブラケットを固定
して下さい。

センサーにケーブルのコネクタ
を接続して下さい。

コネクタの接続部にカバーを
被せて下さい。

ブラケットの「 I 」にセンサーの
「▲」を合わせて下さい。

センサーを回し「▼」とブラケッ
トの「▲」が合うようにセットし
て下さい。



配線

本体の角度調整

取り付け位置による設定

ケーブルの配線時は感電の恐れがありますので、電源を切った状態で行って下さい。
また、Xエリアのケーブル（白線と黄線）は必ず結線して下さい。

警告 :

白/赤
白/青

青
赤

桃　　　リレー2
黄　　　リレー1

緑

白　　　リレー1

茶

紫　　　リレー2

クラス2のレーザが放射されます。レーザ放射口を直視しないで下さい。警告 :

注意

3 左側
4 右側

右側の場合 左側の場合

赤色可視レーザをON/OFFする方法

15分経過すると自動的にOFFになります。

本製品の取り付け位置に応じ、適切な値を選んで下さい。

パワーサプライを使用す
る場合は、DC24V,0.75A
以上を使用して下さい。

注意 :

注意 :
電源 0V

電源 DC24V (＋)

Xエリア（必ず結線して下さい。）

Yエリア（必要な場合に結線して下さい。）

未使用

未使用
未使用

未使用

(-)

赤色可視レーザを放射
しセンサーの向きを確
認して下さい。

赤色可視レーザを見な
がらセンサーの向きを
調整して下さい。

製品に付属されている
六角レンチを使い、角度
の調整をして下さい。

調整が終了したら、本体
の角度固定用ネジを締
めて下さい。

リモコンの操
作者自身が検
知エリアに入
らないようご
注意下さい。 使用する

ボタン

レーザ範囲は96°

赤色可視レーザは90°



00         Yエリアなし
05-99 0.5m - 9.9m
50 5.0m

05-99 0.5m - 9.9m
50 5.0m

00 Yエリアと同エリア
05-99 0.5m - 9.9m
99 9.9m

05-99 0.5m - 9.9m
99 9.9m

Yエリア（横幅） Yエリア（縦幅）

Xエリア（横幅） Xエリア（縦幅）

（例）検知エリア横幅を8.5mにする場合 （例）検知エリア縦幅を4.6mにする場合

（例）検知エリア縦幅を2.3mにする場合（例）検知エリア横幅を8.5mにする場合

リモコンによる調整

検知エリアの設定

自動セットアップ

注意 : 設定した検知エリアより大きくはなりません。

自動セットアップを行う前に、検知させたいエリアより、設定した検知エリアが大きいことを確認して下さい。

使用するボタン

設定した検知エリア内にある障害物（床面を含む）を避けて検知エリアを自動で設定します。
障害物と検知エリアの間にできる非検知ゾーンの大きさは非検知ゾーンの設定で調整できます。

設定によっては検知エリアが無くなります。必ず動作確認を行ってからご使用下さい。警告

検知エリアの設定をしています。
エリア内には侵入しないで下さい。

3秒 30秒
自動セットアップ

3秒以内にエリアの
外へ出て下さい。

警告　必ず自動セットアップを実行して下さい

自動セットアップを実行しないと検知エリアが正確に作成できません。
自動セットアップ後に検知対象物が検知するかどうか、確認して下さい。

8 5 4 6

2 38 5



感度

霧・蒸気モード
1　感度　高
2　感度　中高
3　感度　中低
4　感度　低

通常モード
5　感度　高
6　感度　中高
7　感度　中低
8　感度　低

最小検知対象物サイズ
参考値であり、保証値ではありません。

0　フィルター機能なし
1　＞　5cm　 
2　＞　10cm
3　＞　15cm
4　＞　20cm

レーザカーテン列数

リレー接点

リレー1
1　NO
2　NC
3　NC
4　NO

リレー2
1　NC
2　NO
3　NC
4　NO

9 Xエリア、Yエリアあり
1 Xエリアあり
2 Yエリアあり
0 Xエリア、Yエリアなし

（例） に設定した
場合

C1 C2 C3 C4

9 9 9 9

9 2 1 0

C1 C2 C3 C4
＝あり
＝なし

Xエリア
Yエリア

オンディレー
参考値であり、保証値ではありません。

リレー出力

リレー1
0 Xエリア
１ X or Yエリア

リレー2
Yエリア
Yエリア

リモコンによる調整

その他の設定

設定によっては検知エリアが無くなります。
必ず動作確認を行ってからご使用下さい。

警告

黒色車両の
検知推奨値：6

警告

黒色車両の
検知推奨値：1

警告

非検知ゾーン
自動セットアップ使用時のみ有効。

雪や落ち葉が舞うような
現場でご利用下さい。

0　 5cm
1　10cm　 
2　15cm
3　20cm
4　25cm

0 Off
1 100
2 200
3 300
4 400

5 500
6 600
7 700
8 800
9 900 ms

警告

設定変更後は検知対象物が検知するかどうか、確認して下さい。

非検知ゾーン

注：リモコンが反応しない場合
リモコンでの操作は本体電源を入れてから30分経過すると
効かなくなります。
効かなくなった場合は電源をOFF/ONして下さい。

5m

C1（1列目）
C2（2列目）
C3（3列目）
C4（4列目） 50cm



リモコンによる調整

リモコンの使用方法

調整モードへ入る方法（暗証番号が入力されている場合）

パラメーターの値を変更する方法

設定されているパラメーターの値を確認する方法

登録されている暗証番号を削除する方法

暗証番号の設定方法

鍵解除ボタンを押しLED赤が低
速で点滅する場合、そのまま「パラ
メーターの値を変更する方法」、
「設定されているパラメーターの値
を確認する方法」に進んで下さい。

LED赤が高速で点滅を繰り返す場合、暗証番号4桁を入力しロック
を解除して下さい。暗証番号が不明な場合、本製品への電源供給を
一度停止した後、再度電源を投入して下さい。電源投入から約1分
間は暗証番号の入力をしないでも調整モードに入ることが出来ます。

電源の投入開始から約30分が経過
すると自動的にロックがかかり、調整
モードに入ることが出来なくなりま
す。電源を入れなおすことで、再度調
整モードに入ることが出来ます。

パラメーターを選択

パラメーターを選択

値を選択

点滅するLED緑の回数で、設定されている
パラメーターの値を確認することが出来ます。

検知エリア幅が4.2mの場合
は、LED緑が4回 LED橙が1
回 LED緑が2回点滅します。

（例）　　  検知エリア幅の場合

4桁の暗証番号を入力

注：電源をOFF/ONし、１分以内で実施して下さい。

全てのパラメーターの値を工場出荷値に戻す方法

LED緑
4回点滅

LED緑
2回点滅

LED橙
1回点滅

赤 緑

赤 緑

赤 緑

赤 緑

赤 緑

赤 緑

警告！
赤色可視
レーザ放射

ゆっくり点滅



トラブルシューティング

現象

LED青が点灯しない。

LED緑が点灯している。
（LED赤が点灯しない）

LED橙が点滅し、LED赤
が点灯している。

LED赤が点灯している。

LED橙が点灯している。

調整用リモコンが
反応しない。

鍵の開錠ボタンをおした後
にLED赤が高速で点滅し、
調整モードに入れない。

考えられる原因 対応策LED

電源が供給されていない。

検知エリアが小さすぎる。

検知対象物が小さすぎる。

検知エリアが床や壁などにかぶってい
る。

検知エリア内に人がいたり、物が置い
てある。または動くものがある。

フロントスクリーンが何かで覆われて
いる。

供給電源が既定の範囲を超えている。

使用温度が既定の範囲を超えている。

センサー内部でエラーが発生している。

センサーに電源を投入してから30分
以上経過している。

調整用リモコンの電池がない。

調整用リモコンがセンサーの方向に向
いていない。

センサーの直近に反射性の高いもの
がある。

暗証番号が入力されている。

検知エリアの背景が見つからない。

コネクタの接触と配線、及び電圧の確認を
して下さい。

LEDがOFFになっている 2頁のLED表示項目にある全てのLEDを
ON/OFFする方法をご確認下さい。

検知エリアのサイズを確認して下さい。

最小検知対象物サイズの設定を変更して
下さい。

検知エリアから離れて下さい。
または検知エリア内から物を外して下さい。

赤外線可視光線をONにし、センサーの向
きを正して下さい。

フロントスクリーンの前に遮蔽物がないこと
を確認し、布などで拭って下さい。

センサーの直近から反射性の高いものを外
して下さい。

検知エリアの大きさを調整して下さい。

自動セットアップをして下さい。

センサーの向きを正して下さい。

自動セットアップを行なって下さい。

供給電源を確認して下さい。

取り付け位置設定をリモコンで確認して
下さい。背景がない場合はパラメーターの
値を３か４にして下さい。

センサーが取り付けされている環境の温度
を確認して下さい。太陽光で熱を保つ場合は
ひさしを避けるためのカバーをして下さい。

電源を切り、数分待ってから再度電源を供
給して下さい。電源を入れなおしてもLED橙
が点灯する場合は、製品を交換して下さい。

一度電源を入り切りして下さい。
電源投入から30分が経過すると設定変更
をすることが出来ません。

電池を交換して下さい。
電池がしっかりと入っているか確認して下さい。

センサーに近づき調整用リモコンを本体に
向けて下さい。レーザを放射するフロントス
クリーンからずらして操作して下さい。

暗証番号を入力して下さい。暗証番号がわからな
い場合は電源を一度切り、再投入後１分以内に
調整モードに入って、暗証番号を削除して下さい。

LED赤/緑同時点灯 センサー内部でエラーが発生している。
電源を切り、数分待ってから再度電源を供
給しても変わらない場合は製品を交換して
下さい。

1. リレー1 - Xエリア状態表示　　3. 注意表示
2. リレー2 - Yエリア状態表示　　4. 電源表示



突入電流
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本機の誤った使用方法、改造、天災、地変などによる事故破損につきましては責任を負いかねますのでご了承下さい。
仕様は予告なしに変更することがございますのでご了承下さい。

重量 約370g

波長905nm : 最大出力電力 0.10mW （クラス１）
波長635nm : 最大出力電力 1mW （クラス2）
12ー24V DC ±10％

2ab

LASER SCANNER J　（レーザスキャナー ジェイ）

EN 12453 level E;
EN 12978; EN ISO 13849-1 CAT2, Pl “d”; IEC/EN 60825-1;
IEC/EN 61496-1; IEC/EN 61496-3 ESPE Type 2;
IEC/EN 62061 SIL 2

ビーイーエージャパン株式会社　〒220-0004 神奈川県横浜市西区北幸2-8-19 横浜西口Kビル　Tel: 045-565-9560  Fax: 045-565-9561

赤外線レーザ
赤色可視レーザ


